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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 平成２９年度第１回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２９年４月１４日（金）午後６時３０分 ～ ８時 

開 催 場 所 中部地区会館（市役所４階）４０１大集会室 

出席者及び 

欠 席 者 

出席者：安島てつや、金子彰子、木下幸子、福岡祐子 

    松木愛梨、峰岸喬、山内かよ子、小栁貴子、杉本崇 

    緑が丘ふれあいセンター長 

欠席者：波多野愛子 

（事務局）協働推進課長、協働推進課主査、協働推進課主事 

報 告 事 項 平成２８年度第７回委員会の会議結果について 

議 題 
１ 平成２９年度年間スケジュールについて 

２ 夏休み事業について 

結 論 
（決定した方針、

残された問題点、

保留事項等を記載

する。） 

 

１ 平成２９年度年間スケジュールについて 

  前半は夏休み事業に関する内容で委員会を開催することとし、その進捗

状況を見ながら後半のスケジュールを考えることとする。 

 

 

２ 夏休み事業について 

 （目的について） 

性別や性差について考え、職業を始めとする人生の様々な選択において

性別にとらわれず自分自身が望む選択をする、という意識を子どもの頃か

ら定着させるための機会として「子ども記者クラブ（仮称）」を開催す

る。 

 

 （内容について） 

  様々な職業の人に対し子どもたちがインタビューをして、インタビュー

シートに記入する。時間や実施方法等の詳細については事務局で開催要領

案を作成し、第２回委員会で委員に諮ることとする。 

 

 （日程について） 

  ふれあいサマーフェスティバルに合わせ、平成２９年７月２７日（木）

に緑が丘ふれあいセンターで開催する。 

 

 （参加職業について） 

  市長、市議会議員、警察官、消防士、農家、看護師、保育士、大工、ケ

ーキ屋、ラーメン屋、花屋、美容師に参加を依頼するものとし、下記のと

おり事前に事務局及び各委員を通して調整する。 

 ・市長、市議会議員、警察官、消防士、農家：事務局 

 ・看護師：小栁委員長 

 ・保育士、花屋：峰岸委員 

 ・大工：杉本副委員長 

 ・ケーキ屋：松木委員 

 ・ラーメン屋、美容師：安島委員 
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その他 

第２回委員会は、平成２９年５月１８日（木）午後６時３０分から中部

地区会館４０１大集会室で開催する。 

第３回委員会は、平成２９年６月１５日（木）午後６時３０分から中部

地区会館４０１大集会室で開催する。 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原

則として発言順に

記載し、同一内容

は一つにまとめ

る。） 

 

 

 

 

 

 

 

（発信者） 

◎印：委員長 

○印：委員 

●印：センター長 

□印：事務局 

 

 

報告事項 第７回会議録について 

 

-修正等なし- 

 

 

議題１ 平成２９年度年間スケジュールについて 

 

□ 開催可能な回数は最大で８回である。 

○ 夏休み事業や村山デエダラまつりでの啓発事業を含めて８回か。 

□ そのとおり。 

○ 夏休み事業の進捗状況を見ながら、後半のスケジュールを考えてはどう

か。 

 

-異議なし- 

 

◎ 夏休み事業の進捗状況を見ながら、再度考えることとする。 

 

 

議題２ 夏休み事業について 

 

○ 前回の委員会では、ふれあいセンターのふれあいサマーフェスティバル

に合わせて開催し、子どもに職業体験をさせるという案が人気であった。 

● 今年度は７月２７日（木）にふれあいサマーフェスティバルを開催する

予定である。 

◎ フェスティバル来場者の年齢層は、例年どのようになっているか。 

● 未就学児から小学生まで、幅広い年齢層である。夏休みの自由研究に役

立つことをアピールすると、小学生の集客に大きくつながる。 

● 職業体験をどのように男女共同参画と結び付け、どのように子どもたち

に意識付けするかを考えなければならない。男女共同参画という言葉を使

っても子どもには理解されないので、性別や性差についてレポートやワー

クシートを書いてもらうなどしてはどうか。 

○ 様々な職業のブースを設け、子どもたちにインタビューをして回っても

らうのはどうか。その職業に就いた理由や、性別による職業選択について

どう思っているかなどを話してもらえば、子どもたちに自分の将来につい

て考えてもらう機会になるのではないか。 

○ インタビューシートと腕章を渡し、記者になってブースを回ってもらう

などの設定にすれば、子どもたちも喜ぶのではないか。 

□ どのような職業の人を呼ぶか。一方の性別に偏りがちな職業が良いので

はないか。 

 

-市長、市議会議員、警察官、消防士、農家、看護師、保育士、大工、ケー

キ屋、ラーメン屋、花屋、美容師に参加を依頼するものとし、下記のとおり
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事前に事務局及び各委員を通して調整する- 

・市長、市議会議員、警察官、消防士、農家：事務局 

・看護師：小栁委員長 

・保育士、花屋：峰岸委員 

・大工：杉本副委員長 

・ケーキ屋：松木委員 

・ラーメン屋、美容師：安島委員 

 

● 時間や役割分担等の詳細はまた改めて決めることとして、今日の委員会

では開催目的や内容などの大きな部分を決定した方が良いのではないか。 

□ 開催目的は、性別や性差について考え、職業を始めとする人生の様々な

選択において性別にとらわれず自分自身が望む選択をするという意識を子

どもの頃から定着させるためとし、内容は、様々な職業の人に対し子ども

たちがインタビューをして、インタビューシートに記入する、ということ

で良いか。 

 

-異議なし- 

 

◎ 時間や実施方法等の詳細については事務局で開催要領案を作成し、第２

回委員会で示していただきたい。 

 

 

その他 

 

□ 第２回委員会は、平成２９年５月１８日（木）午後６時３０分から中部

地区会館４０１大集会室で開催する。 

第３回委員会は、平成２９年６月１５日（木）午後６時３０分から中部

地区会館４０１大集会室で開催する。 

 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

■公  開                傍聴者：      人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

■開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     協働推進部  協働推進課 （内線： ２４２ ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


